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特集

共
に
生
き
る
喜
び

新
し
き
村 

創
立
一
〇
〇
周
年

1918年（大正7年）頃、新しき村 村内会員と実篤

　
自
分
も
生
き
、
他
人
も
生
き
全
部
も
生
き
る
。

共
に
日
日
新
に
勉
強
し
、
働
き
努
め
て
、
生
涯
、

自
己
を
大
切
に
生
長
さ
せ
て
ゆ
け
る
道
を
歩
く
。

　
本
来
、
一
人
ひ
と
り
に
備
わ
っ
て
い
る
不
思

議
で
美
し
い
生
命
力
を
い
き
い
き
と
活
か
し
て

ゆ
く
生
活
。

　
す
べ
て
の
人
々
が
「
天
命
を
全
う
す
る
」
こ

と
を
理
想
と
し
て
、
自
己
を
働
か
せ
育
て
高
め

て
ゆ
く
修
行
地
。
自
然
を
耕
し
つ
つ
人
間
の
協

力
と
独
立
の
調
和
を
学
ぶ
。

　
武
者
小
路
実
篤
が
、
自
分
が
心
か
ら
憧
れ
る

本
心
に
よ
っ
て
生
活
を
し
よ
う
と
決
心
し
、
千

葉
県
我
孫
子
を
発
ち
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七

年
）、
三
十
三
歳
の
時
に
木
城
村
大
字
石
河
内
字

城
の
地
に
「
新
し
き
村
」
を
創
設
さ
れ
て
、
本

年
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　〈
仲
良
き
こ
と
は
美
し
き
哉
〉

　〈
人
間
と
人
間
と
が
讃
嘆
し
あ
い
た
い
も
の
だ
〉

　
本
町
は
、
実
篤
の
優
し
い
詞
に
励
ま
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
町
民
が
心
豊
か
に

共
に
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
い
つ
も

望
ん
で
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

希
望
と
努
力
　
新
し
き
村
と
木
城
町

大
正
七
年

（
一
九
一
八
年
）

大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
年
）

昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
年
）

昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
年
）

昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
年
）

昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
年
）

昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
年
）

石
河
内
に
武
者
小
路
実
篤
が
新

し
き
村
を
創
設
し
た
。

杉
山
正
雄
氏
入
村

宮
崎
県
営
ダ
ム
建
設
工
事
に
よ

り
、
新
し
き
村
の
肥
沃
地
が
水

没
す
る
。

埼
玉
県
毛
呂
山
町
に
財
団
法
人

「
新
し
き
村
」
設
立

財
団
法
人
「
日
向
新
し
き
村
」

と
な
る
。

木
城
町
が
主
体
と
な
り
、
新
し

き
村
創
立
50
周
年
記
念
事
業
を

実
施
し
、
前
坂
展
望
台
と
白
木

八
重
牧
場
に
文
学
碑
が
建
立
さ

れ
た
。

武
者
小
路
実
篤
ご
逝
去
（
享
年

91
歳
）

東
の
村
よ
り
松
田
省
吾
氏
が
日

向
新
し
き
村
の
住
人
と
な
る
。

新
し
き
村
の
主
な
年
表
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前坂展望台から見た新しき村

現
代
に
も
通
じ
る
実
篤
の
言
葉

「
君
も
僕
も
美
し
い
」

「
こ
の
道
よ
り
我
を
生
か
す
道
な
し

こ
の
道
を
歩
く
」

「
共
に
生
き
る
喜
び
」

「
思
い
き
っ
て
咲
く
も
の
　
萬
歳
」

「
い
か
な
る
時
も
自
分
は
思
う

　
　
も
う
一
歩
　
今
が
大
事
な
時
だ

も
う
一
歩
」

「
共
に
生
き
る
喜
び

　
　
　
木
城
町
日
向
新
し
き
村

　
　
　
　
　
　
百
周
年
記
念
祭
」

 
期
日　
十
一
月
十
日（
土
）

 
会
場　
リ
バ
リ
ス
ホ
ー
ル

　

 

文
学
碑
除
幕
式　
午
前
八
時
半
か
ら

　

 

式
典　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

特
別
記
念
展
示
会

「
美
し
き
人
間
讃
歌日

向
新
し
き
村
の
百
年
」

 

期
日　
十
一
月
十
日（
土
）〜
十
一
月
二
十
三
日（
金
）

 

会
場　
リ
バ
リ
ス
二
階
大
会
議
室　
入
場
無
料

　

 

開
場　
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

大
正
七
年

（
一
九
一
八
年
）

大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
年
）

昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
年
）

昭
和
二
十
三
年

（
一
九
四
八
年
）

昭
和
三
十
八
年

（
一
九
六
三
年
）

昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
年
）

昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
年
）

石
河
内
に
武
者
小
路
実
篤
が
新

し
き
村
を
創
設
し
た
。

杉
山
正
雄
氏
入
村

宮
崎
県
営
ダ
ム
建
設
工
事
に
よ

り
、
新
し
き
村
の
肥
沃
地
が
水

没
す
る
。

埼
玉
県
毛
呂
山
町
に
財
団
法
人

「
新
し
き
村
」
設
立

財
団
法
人
「
日
向
新
し
き
村
」

と
な
る
。

木
城
町
が
主
体
と
な
り
、
新
し

き
村
創
立
50
周
年
記
念
事
業
を

実
施
し
、
前
坂
展
望
台
と
白
木

八
重
牧
場
に
文
学
碑
が
建
立
さ

れ
た
。

武
者
小
路
実
篤
ご
逝
去
（
享
年

91
歳
）

東
の
村
よ
り
松
田
省
吾
氏
が
日

向
新
し
き
村
の
住
人
と
な
る
。

昭
和
五
十
八
年

（
一
九
八
三
年
）

昭
和
六
十
二
年

（
一
九
八
七
年
）

平
成
元
年

（
一
九
八
九
年
）

平
成
十
年

（
一
九
九
八
年
）

平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
年
）

平
成
十
九
年

（
二
〇
〇
七
年
）

平
成
三
十
年

（
二
〇
一
八
年
）

杉
山
正
雄
ご
逝
去（
享
年
80
歳
）

新
し
き
村
創
立
70
年
記
念
祭
を

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。

武
者
小
路
房
子
ご
逝
去
（
享
年　

97
歳
）

新
し
き
村
創
立
80
周
年
記
念
祝

収
穫
感
謝
の
集
い
を
日
向
新
し

き
村
で
開
催
。

日
向
新
し
き
村
武
者
小
路
実
篤

復
元
旧
居
が
完
成

新
し
き
村
90
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
木
城
町
文
化
協
会
が
主

体
と
な
り
、
中
川
原
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
に
文
学
碑
を
完
成
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
文
学
碑
を
二
カ
所
完
成
。

記
念
式
典
「
共
に
生
き
る
喜
び　

木
城
町
日
向
新
し
き
村
１
０
０

周
年
記
念
祭
」
を
開
催
。
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1. 職員の任免及び職員数に関する事項

2. 職員の給与に関する事項

区　　分 採　　用 退　　職
一般行政職 0 2
保　健　師 1 1
保　育　士 1 0

計 2 3

区　　分 平均給料月額 平　均　年　齢
一般行政職 316,300 円 42.1 歳

区　　　　分 初　任　給

一般行政職
大学卒 168,600 円
短大卒 156,800 円
高校卒 147,100 円

等級 級別標準職務表に規定する
標準的な職務

合計 内訳 職制上の段階
（人） （%） 職名 （人） （人） （%） 段階

1 主事、技師又はこの職と同等の職務 7 7.8
主事
技師

5
2

21 23.4
係
員
級

計 7

2
高度の知識又は経験を必要とする
業務を行う主事、技師又はこの職と
同等の職務

14 15.6
主事
技師

13
1

計 14

3 係長、主査、主任主事、主任技師の
職務 31 34.4

主任主事
主任技師

主査
係長

7
2

17
5 31 34.4

係
員
級

係
長
級

計 31

4
1　課長補佐の職務
2　保育園長の職務
3　主幹の職務

26 28.9
主幹

課長補佐
園長

16
9
1 26 28.9

課
長
補
佐
級計 26

5 1　課長又はこの職と同等の職務
2　課長と同等の主幹、専門監 3 3.3

専門監
課長

2
1

12 13.3
課
長
級

計 3

6 困難な業務を処理する課長又はこの
職と同等の職務 9 10.0

課長 9
計 9

合　　計 90 100.0

区　　分 職 員 数 給　　与　　費 1 人当り
給 与 費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計

平成 29 年度
人 千円 千円 千円 千円 千円

80 292,084 33,889 117,921 443,894 5,549

区　　分
部　　門

職　　員　　数（人） 対前年増減数（人）
平25 平26 平27 平28 平29 平30 平26 平27 平28 平29 平30

一般行政（福祉除く） 53 54 53 53 53 52 1 -1 0 0 -1 
福 祉（民生、衛生） 17 17 17 17 17 17 0 0 0 0 0 
教 　 　 　 　 育 9 8 9 9 10 10 -1 1 0 1 0
上 下 水 道 3 3 3 3 3 3 0 0 0 0 0
そ 　 の 　 他 8 8 8 8 8 8 0 0 0 0 0

計 90 90 90 90 91 90 0 0 0 1 -1

（1）職員の採用・退職の状況（平成 29年度）

（2）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成 30年 4月 1日現在）

（3）職員の初任給の状況（平成 30年 4月 1日現在）

（4）給料表の級別職員数の状況（平成 30年 4月 1日現在）

（1）職位給与費の状況（普通会計 29年度決算）

（2）部門別職員数の推移

※その他は「国民健康保険」「介護保険」「後期高齢者医療」

（注）職員手当に退職手当は含みません。( 職員数は平成 29 年 4 月 1 日現在 )

（各年 4 月 1 日現在）

（単位 : 人）

木
城
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
公
表

平
成
29
年
度

特  集木
城
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条

例
第
６
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

木
城
町
の
人
事
行
政
の
運
営

等
の
状
況
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
公
表
し
ま
す
。
こ
こ

で
は
主
な
も
の
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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3. 職員の勤務時間その他勤務条件に関する事項

5. 職員の研修及び勤務成績の評定に関する事項（平成 29年度）

4. 職員の分限及び懲戒処分に関する事項（平成 29年度）

区　　　　　分 木　　城　　町 国

期末・勤勉手当
支　給　割　合

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
2.6 1.8 2.6 1.8 

退 職 手 当

勤 続 年 数 支　　給　　率
自己都合 応募認定・定年 自己都合 応募認定・定年

20 年 19.6695 24.586875 19.6695 24.586875 
25 年 28.0395 33.27075 28.0395 33.27075 
35 年 39.7575 47.709 39.7575 47.709 

最高限度額 47.709 47.709 47.709 47.709 

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
2~45% 加算

定年前早期退職特例措置
2~45% 加算

区　　　　分 月　　額 期末手当の支給割合

給　料
町 長 704,000 円

 6 月期　1.575 月
12 月期　1.725 月

　　　計     3.30 月

副 町 長 562,000 円
教 育 長 536,000 円

報　酬

議 長 303,000 円
副 議 長 225,000 円
常 任 委 員 長 213,000 円
議会運営委員長 213,000 円
議 員 211,000 円

1週間の勤務時間 開 始 時 間 終 了 時 間
38 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分

研修区分 研修回数 参加者 備　考
市町村振興協会・一般研修 5 13 
市町村振興協会・能力開発研修 8 12 
市町村振興協会・専門研修 3 6 
市町村振興協会・人材育成研修 2 3 
独自研修（まちづくり職員提案事業） 12 74 
市町村アカデミー 3 3 
宮崎県建設技術センター・人材育成研修 1 2 
市町村職員海外派遣研修 1 1 
その他の研修 3 83 

計 38 197 

（5）職員手当の状況（平成 30年 4月 1日現在）

（6）特別職の報酬等の状況（平成 30年 4月 1日現在）

（1）職員の勤務時間（一般職の標準的なもの）（平成 30年 4月 1日現在）

（1）職員の研修の状況

（1）分限処分者数　　なし　　
（2）懲戒処分者数　　なし

（2）職員の勤務評定の状況
　平成 28 年度から人事評価制度を実施しています。全職員を対象とし、
年度当初に目標設定をし、業績評価及び能力評価をしています。

木城町マスコットキャラクター

クゥーちゃん

キックン
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第36回 宮崎県消防操法大会
自動車ポンプ操法の部

木城町消防団 第1分団第2部 出場!!

　8月25日（土）、宮崎県消防学校にて第36回宮崎県消防操法大会が開
催されました。県内10支部での予選を勝ち抜いた29チームが参加し、
木城町からは自動車ポンプ操法の部に第1分団第2部が東児湯代表とし
て出場しました。本番では支部大会から更に磨きのかかった操法を披
露し、12チーム中5位というすばらしい成績を残しました。

順位 出場隊
決定タイム（秒）

総得点
第1線 第2線

1 高千穂町消防団機動分団第2部 52.12 61.92 185.0

2 日向市消防団第2分団第6部 48.17 60.11 183.5

3 綾町消防団本部 49.96 62.39 179.5

4 えびの市消防団第3分団第1部 52.18 62.96 179.5

5 木城町消防団第1分団第2部 48.26 60.94 179.0

6 都城市消防団高崎方面隊高崎分団第1部 52.54 66.75 174.5

7 美郷町消防団西郷分団本部 55.18 63.66 169.0

8 日南市消防団鵜戸分団第3部 51.86 63.65 167.5

9 延岡市消防団第2支団南方第2分団第50部 51.47 68.70 159.0

10 西都市消防団第5分団第1部 54.17 68.28 154.0

11 宮崎市消防団檍分団第1部 53.62 64.65 153.5

12 宮崎市消防団生目分団第4部 55.89 67.79 148.0

基準タイム（第 1 線 55 秒　第 2 線 65 秒）
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行政座談会のご報告
　「人が元気、地域が元気、住んで良かったと思えるまちづくり」を目指して、本町では、町民の皆
様と協働のまちづくりを推進しています。そこで、町の重点施策について理解を深めていただくと
ともに、より良いまちづくり向けた意見交換を行うため、町内各会場において行政座談会を開催し
ました。

　皆様からお寄せいただきましたご提案・ご意見は、担当課で協議・検討の上、対応を進めています。
予算を伴うものについては、補正予算を提案していく予定です。
　まちづくりの主役は、「町民の皆様」です。
　町民の皆様と行政が、お互いに顔が見え、共に知恵をしぼり、協力し合いながら、木城町をます
ます元気にしていきたいと考えますので、引き続きご支援とご協力をお願いします。

木城町長　半渡　英俊

 【お問合せ先　総務財政課　電話 32-4725】

・街灯、カーブミラーの設置について
・支障木の伐採、外側線の塗り直しなど県道及び町道の管理について
・粗大ごみの収集方法について
・有害鳥獣対策について
・高齢者の交通手段確保について

1. 開催日程（全会場 :午後7時開会）

2.皆様からいただいたご提案・ご意見の主なもの

No 期　日 会　場 参加者数
1 6 月 21 日（木） 田畑公民館

合　計　125 人
昨年度　114 人

（前年比 +11人）

2 6 月 25 日（月） 出店コミュニティセンター
3 6 月 27 日（水） 中椎木公民館
4 6 月 28 日（木） 中原公民館
5 6 月 29 日（金） 岩渕公民館
6 7 月   2 日（月） 比木公民館
7 7 月 12 日（木） 役場 3 階大集会室
8 7 月 23 日（月） 新岩戸公民館
9 7 月 24 日（火） 川原公民館
10 7 月 25 日（水） 石河内公民館
11 8 月   1 日（水） 中川原公民館
12 8 月   7 日（火） 中之又笑楽校
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　一般財団法人自治総合センターの宝くじ社会貢献広報事業（宝くじの受託事業収入を財源として実施
しているコミュニティ助成事業）を活用して、川原ごんげん自主防災会と四日市自主防災組織が、防災
倉庫・防災用資機材を購入しました。これにより、災害時の救助活動や夜間の避難活動に役立ち、自主
防災組織の目的である地域で助け合う（共助）の充実・強化が期待できます。

川　原 四日市

自主防災組織編

地域おこし協力隊が行く !
木城町の皆様、こんにちは。
木城町地域おこし協力隊の神田です。
今回は 9月 8日・9日に行われた第 14回ふるさと回
帰フェア 2018 についてお話したいと思います。

こちらのイベントには全国から 370自治体・団体が集合し、移住を希
望する地域の住まい・就業などの相談に応じる内容になっており、木城
町にも多くの方が相談に来られました。
イベント会場は地域ごとに分けられていたのですが、特に働き世代に人気となっていたブースが関
東地方でした。
やはり仕事を変える・辞めるなどリスクを伴う移住を考える人は少ないようで、東京での今の仕事
を続けながら住む場所だけ変えたいとういう人が多いように感じました。
ただし、IT関連のお仕事をされている方は仕事はどこでもできるので住む場所はどこでも大丈夫と
いう方もいました。
たくさんの方の相談をお聞きする中で、木城町が移住を進めるうえでの問題点が見えてきました。
それは、移住者を受け入れる住居が圧倒的に足りていないということです。
木城町ではマイホーム購入以外の住居先の確保がかなり困難な状況にあると思います。また移住を
希望する方全員がマイホーム購入を考えているわけではありません。むしろ遠方からの移住を希望さ
れる方は、いきなりマイホームを購入するということはかなりハードルが高いように感じます。
多くの移住者を受け入れるためには、観光などで町の魅力を上げるだけでなく、もっと生活のベー
スとなる部分の魅力を向上させる必要もあるのだと今回のイベント
を通して強く感じました。
Facebook 宮崎県木城町観光協会　　Instagram @kijokankou
ホームページ【木城町観光協会】で検索　URL:kijokanko.com

隊員　神田憲裕

vol.8
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このコーナーは、毎回町内在住・勤務されて

いるいろんな方々に登場していただきます。

さて、今回登場するのは、この人 !

堀
ほり

 田
た

　みずほさん（26 歳）

●お仕事 / 公務員
●趣　味 / ソフトテニス
●家族構成 / 父・祖父母

出店北

一般財団法人自治総合センターの
宝くじ社会貢献広報事業「コミュニ
ティ助成事業」を活用し、牧之内公
民館が音響設備・公民館備品の導
入・設置を行いました。
コミュニティ助成事業とは、コミュ
ニティ活動の促進と健全な発展を図
るとともに、宝くじの社会貢献広報
を目的としています。

自治宝くじコミュニティ助成事業

※コミュニティ助成事業とは、自主防災組織の育成や
コミュニティ活動の備品整備に対して助成を行い、
地域社会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与する
ために実施している事業です。

自治公民館編

● 自己紹介

● 最近の出来事やニュースでうれしかったこと

● その他・・・コメント

　現在、固定資産税賦課業務の家屋担当をしています。
　分からないことばかりで知識や技術の習得に苦労していますが、
早く一人前になれるように毎日がんばっています。
（すばらしい心構えですね !筆者も見習わねば ...）

　先日の台風はここ最近で 1 番風雨が激しかったように感じたので、
近辺の被害状況が心配です。災害時の対策について改めて考えなけ
ればと思いました。
（町内の被害はこれまでにないものでした。我々も木城町がいち早く復
旧するよう努力してまいります !）

　ようやく涼しくなり、虫の声しか聞こえない木城町の静かな夜に癒
されています。
（虫の声癒されますよね !これからどんどん寒くなってきますので、体
調には気をつけましょう !）
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児湯農業協同組合水稲部会木城支部（支部長 久保 一美様、役員 黒木 安則様・池田 將直様・
後藤 勝則様・泥谷 和久様）より、学校給食に役立てていただきたいとのことで、米 129kg（小・
中学校給食 3 日分、約 500 名分）の贈呈を受けました。みんな感謝の気持ちで美味しく頂き
ました。ありがとうございました。

県政や地域の課題について、知事と町民がざっくばらんに意見交換を行う「知事とのふれ
あいフォーラム（こんにちは ! 河野です）」が開催されました。本町からは、教育・農商工・
福祉関係の各団体代表者と木城中学生 2 人合計 28 人が出席しました。木城中学校 3 年生
大橋奎

けい
心
ご

さんと山田美華さんは「宮崎にはキャンプ期間中、多くのスポーツ選手が訪れま
す。小・中学生と選手との交流の機会を増やしてほしい。刺激を受けることで競技力の向上
にもつながると思います。」「町内には、衣料品や日用品を売っている店が少ない。使われて
いない施設や空き地を有効活用してほしい。」と提案しました。知事は「宮崎では毎年 10 月、
プロ野球のフェニックスリーグが開催されています。こちらでは、交流イベントや野球教室
が行われていますので、ぜひ参加してみてく
ださい。また、衣食住が整う環境づくりは重
要なテーマです。空き地の有効活用も含めて、
産業振興を図っていきたいと思います。」と
応じました。このほか、農産物の流通コスト
低減、26 市町村統一の観光マップ作成、小
径木の需要拡大、医療・福祉専門職の人材確
保などについて現状説明と提案がありました。

給食食材の贈呈式
8月27日（月）　木城町給食センター

「知事とのふれあいフォーラム（こんにちは!河野です）」開催!
8月20日（月）　役場3階大会議室
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秋の全国交通安全運動に合わせて、木城町交通
安全広報パレード隊出発式が行われました。期間
中は、子どもと高齢者の交通事故防止を推進する
ため、通勤・通学時の街頭指導のほか、自動車に
対する街頭キャンペーンを実施し、交通安全啓発
に取り組みました。これからの時期は、日没が早
くなります。ドライバーの皆さんは、早めのライ
ト点灯を心がけましょう。歩行者の皆さんは、反
射材を着用しましょう。

総合交流センターにて、敬老の日記念事業として大衆演劇「劇団とんぼ座」の公演が開催さ
れました。町内在住の 70 歳以上の方は無料で入場することができ、町内外から多くの方が来
場し会場内は笑いと歓声で大いににぎわいました。

公演は 3 部構成で、1 部が時代劇「上州音頭」、2 部がひょっとこ愛好グループ「やろかい清和」
によるひょっとこ踊り、3 部は日本舞踊ショーが行なわれました。

新しく木城町に赴任された ALT のショーン・ロッキー先生は、
1992 年生まれの 26 歳。アメリカのワシントン州出身でウェスタン・
ワシントン大学（日本語専攻）を卒業されました。性格は大らか、朗
らか、フレンドリーとのこと。先生からコメントをいただきました。

アメリカのシアトルの近くの町から来ました。出身の町は、自
然がたくさんで木城町と似ています。1 年前から延岡市に住ん
でいて、そこから通っています。翻訳するのが好きで、隣の熊
本県にも行ってみたいです。よろしくお願いします。

秋の全国交通安全運動 交通安全広報パレード出発式 
9月21日（金）　木城町役場 正面玄関前

敬老の日記念イベント開催
9月17日（月）　総合交流センターリバリス

ショーン先生、ようこそ木城町へ!!
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木城町がもっと身近になる機能が盛りだくさん！

行政情報アプリ「ｉ広報紙」が「マチイロ」としてリニューアル！

木城町のお知らせをアプリを通じてスマートフォンや

タブレットにお届けします。

広報きじょう配信中
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いぶき
活力と潤いに満ちた生きがいと魅力あるまちづくり

生涯学習
情報コーナー 124No.

制作 :木城町生涯学習推進協議会

新しき村（日向の村）100周年記念事業シリーズ  「武者小路実篤　この道を歩く」④

① 当サークルの活動日は ?
　毎月 2~3 回

② 主な活動内容は ?
　筝（こと）の練習が中心。その成果については、毎年 11 月
上旬に開催される芸能発表のつどいにて発表を実施。
　また、高城及び椎木児童館にて毎年 1 回披露している。

③ グループとして今後の目標は ?
　リバリスホールで発表大会を開催したい。新しい曲にも挑戦
したい。

④ グループの皆様にとって『生涯学習』とはどんなイメージですか?
　生きがいそのもの。

「友情トンネル」
　木城町川原から石河内の小丸川渓谷沿いに2002年（平成14
年）に開通した県道東郷西都線は、新設道で、この全線に亘る
橋とトンネルの名称については、自由に地域の特性や要素を
採り入れることが出来たので、新しき村や武者小路実篤に関
わりのあるものにしました。そこで、実篤の直筆を用いる許
可を経て、「友情トンネル」となりました。
　この「友情」は、武者小路実篤作品の中で最も読まれ、現在
も文庫本で書店に並ぶベストセラー小説です。1919年（大正
9年）に　実篤は、新しき村創設当初の生活をしながら、この
作品を執筆しました。内容は、人間なら誰でも撞着する青年期の友情と愛との出会いとその絶望
的な心境との対峙と克服感が詰まっており、その口語文体は、当時も現在も変わらず若い世代に
読まれています。 （木城町日向新しき村100周年記念事業実行委員会）

木城町の民俗資料をクイズ形式で紹介します。
前回の答えは「炭火アイロン」でした。写真のも
のは 2 月 4 日 ~3 月 22 日まで展示予定です。第
3 回展示テーマは「学校用具と生活・娯楽」です。
是非おこしください。

（教育課　嘱託職員　佛山友香）
答えは次号にて掲載します。

前回の答え　炭火アイロン

自主学習サークル「わかな会木城支部」

木城町のなつかしい道具❹
これは

何だろう?

ヒント

右側にハンドルが
ついています。中に
円盤が見えます。

友情トンネル

※ 現在当サークルでは、一緒に活動するメンバーを募集しています。
お問い合わせは　代表　中井民子（32-2050）まで
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木城町の人口
（平成30年10月1日現在）

■ 人　口 : 5,090 人（先月比 -23人）　　男 : 2,357 人（-14人）　女 : 2,733 人（-9人）
■ 世帯数 : 1,961 世帯（先月比-7世帯）　■ 町面積 :145.96㎢

発行 : 木城町役場　〒 884-0101　宮崎県児湯郡木城町大字高城 1227-1 TEL 0983-32-2212   FAX 0983-32-3440
編集 : まちづくり推進課


